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１ 鶴岡まちなかキネマの経過と映画機能付交流スペース利活用検討会について 

 

（１）鶴岡まちなかキネマの経過 

 

【市内唯一の映画館】 

鶴岡まちなかキネマ（まちキネ）は、中心市街地にある昭和初期に建てられた松文産業鶴岡

工場を映画館としてリノベーションした建物で、本市の近代化を支えたシルク産業に関わる歴

史的建造物であり、日本遺産「サムライゆかりのシルク」、松ヶ岡開墾 150 年、そして、酒井家

庄内入部 400 年とも密接に関連する産業文化遺産である。 

平成 22 年５月、「鶴岡まちなかキネマ」として開館し、地元企業や金融機関の支援を受け、

民間企業の㈱まちづくり鶴岡がその運営を担ってきた。本市唯一の映画館として、メジャー作

品等の映画上映に加え、「つるおか食文化映画祭」、子供会や敬老会事業での映画上映など地域

に密着した企画運営を行ってきた。また、落語、朗読会、ミニコンサート、展示販売、講演会、

婚活パーティー、セミナー、シンポジウムなど貸館も含む多様な事業も行い、山王商店街と連

携した割引サービスやイベントへの参加など地域の巻き込みながら運営を続け、観客動員数は

最大で８万人を数えていた。 

しかし、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言により、令和２年４月から臨時

休館し、同年５月に経営改善が図られないことから、まちキネを閉館することとし、まちづく

り鶴岡㈱は私的整理手続きを始めることとなった。 

 

【閉館した映画館の再生に向けて】 

閉館したまちキネについて、㈱まちづくり鶴岡と債権者団体代表の荘内銀行は、かねてから

事務所の一部機能の移転を検討していた鶴岡市社会福祉協議会に譲渡を打診する。鶴岡市社会

福祉協議会では、隣接する山王商店街をはじめとする中心市街地の振興、また、まちキネ存続

のため署名活動が行われている状況を考慮し、地域貢献の観点から建物と街並みの保全、映画

機能の一部維持を図るため、市に対し、公益事業としての映画機能維持に関わる改修支援と映

画機能を生かしたスペースの運営組織について相談があった。 

市は、㈱まちづくり鶴岡は山王商店街の一組合員であり、まちキネ閉館は商店街振興にも大

きな影響があることから、山王商店街、また山王商店街の振興発展を目的とする山王まちづく

り㈱に相談した。山王まちづくり㈱は、㈱まちづくり鶴岡と同じ時期に設立され、まちキネ開

設にあたり連携しビジョンを共有していたことから、山王商店街の魅力としてまちキネを再生

し、市とともに商店街振興を図りたいとの相談があった。 

そこで、市では、令和２年８月から、鶴岡市社会福祉協議会、荘内銀行、山王まちづくり㈱、

国や県など関係する組織・団体と協議調整を進め、再整備に向けた合意形成と、映画館改修へ

の支援と運営補助等調整について協議を進めることとなった。 
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【市民有志による存続活動の展開】 

令和２年５月に閉館したまちキネの建物と上映機材を守ることを目的に、市民や映画関係者

等による「まちキネの存続と再生を願う会」が組織され、６月 22 日から市内外で署名活動が展

開された。８月５日までに 10,619 筆が寄せられ、同会では８月から 12 月にかけて、署名活動

の報告をまちキネに関わる各関係機関に行った。 

また、11 月 29 日に「まちキネの創造的再生とまちづくりを考えるフォーラム」と題し、ま

ちづくりや建築の専門家や市民など 40 人が参加し、まちキネの魅力や活用案について議論が交

わされた。それを踏まえ、「まちキネの創造的再生と中心市街地活性化のために」として第２回

利活用検討会に提案がなされた。 

 

 

（２）映画機能付交流スペース利活用検討会について 

 

【検討会の経過】 

 映画機能付交流スペース利活用検討会（以下、「検討会」という）は、まちキネへの本部事務

所移転整備を計画する鶴岡市社会福祉協議会において、地域貢献の観点から、映画機能を維持

するスペースとして運営主体に貸付けるシネマ３・４区域を「映画機能付交流スペース」と位

置づけ、映画機能を発揮した多様な交流の促進と持続的運営に向けたアイデアを結集するため、

市が事務局となり令和２年 11 月 25 日に設置したものである。 

検討会では、文化施策に精通した同志社大学経済学部の太下義之教授を座長に、まちキネの

存続と再生を願う会、鶴岡市社会福祉協議会、荘内銀行、鶴岡信金、山王まちづくり㈱、鶴岡

山王商店街振興組合の関係者から参画頂き、令和２年 11 月から令和３年１月までの間、３回の

会議を開き、まちキネの改修計画、映画機能付交流スペースの運営方針、映画機能と福祉・教

育推進、商店街振興等など付加機能との相乗効果、クラウドファンディング、ボランティア等

市民からの応援・共感、新しい映画館としての将来の方向性や課題について意見を交わした。 

 

【改修計画】 

鶴岡市社会福祉協議会では、シネマ１区域を事務室に、シネマ２区域を会議室等諸室に、店

舗・厨房スペースを風除室・ロビー・トイレ に 、エントランスホールを介護予防室（会議室）

にそれぞれ改修し、本部事務機能を集約することを計画していた。 

エントランスホールについては、福祉事業やイベントなどで利用できるような機能を付加し

映画機能との相乗効果を図り有効活用する意見が出された。また、映画機能付交流スペースへ

の入館者のアクセス向上など視点から検討が重ねられ、第３回利活用検討会において既存出入

口を利用し、接続廊下とロビーで同スペースにアクセスが可能となる改修計画平面図（R3.1.12

案）が提示された。 

今後、令和３年度に事務局機能や介護予防サービス等の提供のあり方などについて検討を重

ねながら、改修図面の詳細が決定する予定である。 
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【運営方針】 

映画機能付交流スペースは、定員 80 席、40 席の２スクリーンからなるシネマ３・４、映写

室１室（35mm フィルムとデジタル映写設備各２台）、受付、事務室、ロビーから構成される。 

山王まちづくり㈱では、全国の地方都市におけるミニシネマ事例を参考とし、２スクリーン

は少ない経費で持続的に運営できるメリットがあることから、映画文化の振興（自主事業）と

映画機能を活かした地域との多様な交流の創出（連携事業）の２つを事業方針として掲げ、収

益をあげつつ地域活性化に資する新しい映画館としての運営を目指すとしている。 

同社では、不確定の要素もあるが、持続的な運営の目安の１つとして、専従社員１人を雇い

２スクリーン（120 席）で１日８～10 回上映することで、年間来館者数を約１万７千人、年間

収支を約 2,100～2,200 万円と見込んでいる。まちキネは４スクリーン（437 席）で最大年間８

万人の集客があったが、コロナ禍や従前の経営状況等を勘案しつつ、山王まちづくり㈱が採算

を維持するためには、映画への関心や来館意向を把握するための市場調査、ボランティアスタ

ッフ等の活用など運営コストの低減、会員組織、クラウドファンディング、貸館事業、近接す

る商店街サービスとの組み合わせによる多様な収益源の確保など経営計画面での十分な検討が

必要である。 

 

【映画機能と付加機能との相乗効果】 

持続的な経営のためには、映画鑑賞料による収入は大きなウェイトを占める。しかし、来館

者数は映画プログラムによって左右され、また、映画のオンデマンド化による家庭での鑑賞機

会の充実など競合環境が充実している状況もあり、安定的な来館を見込むためには、映画だけ

でない映画館として映画機能を活用した地域コミュニティの公共財としての機能を発揮するこ

とが求められる。まちキネは映画上映に加え地域の多様な団体を巻き込んだ企画上映やイベン

トを行い、10 年間、来館者数の増加につなげてきた実績があり、まちづくり鶴岡㈱と山王まち

づくり㈱とでそのノウハウの継承を図るとしている。 

検討会では映画機能を、①高齢者が映画を観て交流するなどの生きがいづくり及び認知症予

防、 障害者を対象としたバリアフリー映画上映などの福祉的機能、②デジタルアーカイブや視

聴覚機能を活用する生涯学習講座や総合学習・メディアリテラシーでの活用等の教育的機能、

③商店街イベントや映画分野でユネスコ創造都市に加盟している山形市との連携、また、高校

生や大学生など若い人を取り込んだクリエイティブな活用等の地域活性機能の３つの側面から

機能連携を図り、一過性のイベントではなく、継続的に人が集まる仕掛けを構築し、来館者や

商店街等の来街者増加につなげるための意見が出された。 

施設所有者となる鶴岡市社会福祉協議会、映画機能付交流スペース運営を担う山王まちづく

り㈱、中心市街地活性化に向けてまちキネ再整備のスタートアップに支援する市において、福

祉・教育・地域活性化事業などの政策間連携が新しい映画館運営の成否を握るとの認識を共有

するとともに、映画館再開を願う市民や団体等、映画館経営等の有識者や金融の専門家も加え

た運営協議会を組成し、映画機能を活用した新しい福祉や教育等の形について、このプラット

フォームを基盤に検討をも重ね全国に先駆けた取り組みとして推進する。 
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【市民からの応援・共感】 

平成 22 年のまちキネ開館は、本市の近代化を支えたシルク産業を実証する近代産業遺産とし

て昭和初期の貴重な構造をもつ絹織物工場を、市民の生活文化拠点である映画館として地元経

済界がリードし再生したプロジェクトである。令和２年の閉館にいたる 10 年間、民間企業がそ

の運営を担い、庄内唯一の地元資本による映画館として本市中心市街地の文化的魅力の１つと

して、また、近接する山王商店街等とも相乗効果を発揮しながら、来街者の増加など商店街振

興にも寄与してきた。 

閉館後のまちキネは、鶴岡市社会福祉協議会事務機能と映画機能付交流スペースが複合した

新しい施設として再生する計画であり、映画機能は４スクリーンから２スクリーンに縮小する

が、映画上映に加え、福祉・教育での活用、商店街活性化や文化・観光振興など多様な利活用

を図り、学生や若い人も巻き込みつつ新しい交流が生まれる施設を目指している。 

この施設が市民の生活文化基盤の１つとして持続し豊かな地域社会の実現に貢献するため、

映画機能と福祉や教育などの社会的機能をもつ新しい映画館としての価値を提示しながら、ク

ラウドファンディングやサポーター組織など応援と共感に支えられる映画館として、市民と運

営主体となる山王まちづくり㈱とで良好な関係を構築し、映画機能付交流スペースを持続的運

営することが重要である。 
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２ 映画機能付交流スペース利活用検討会を踏まえた今後の取組み 

 

（１）鶴岡市社会福祉協議会の役割－鶴岡まちなかキネマ再整備方針 

 分散した本部事務局の管理機能をまちキネに統合し、法人事務の効率化とガバナンス強化

を図る。にこふるの市民サービス部門は市と協議を進め維持・向上を図る。 

 介護予防室（エントランスホール）については、運営主体と協議し、法人業務に支障の無

い範囲で随時に貸し出す。 

 まちキネの産業文化遺産としての建物の保全と映画館存続に配慮し、市と協調して４スク

リーンある映画館のうち２スクリーンを残し、本部事務局の運営に支障がない範囲で映画

機能付交流スペースとして運営主体に貸し付けることで、街並みの保全と映画機能の存続

を図る。 

 映画機能付交流スペース運営主体と利用者の利便性を高めるため、既存の入口を使用し、

館内に接続通路を設置するともに、ロビーと受付・事務室を新設する。 

 改修スケジュール Ｒ３：設計、Ｒ４.４～：改修工事、Ｒ４.11 月頃オープン予定 

 

（２）山王まちづくり㈱の役割－映画機能付交流スペース運営方針 

 映画機能付交流スペースの名称は「鶴岡まちなかキネマ」とする。 

 行政や教育・文化機関、市民団体等との協力体制のもと、良質な映画上映など映画機能を

核とする地域コミュニティの場を創出し、地域の活性化を図る。 

 「映画文化の振興（自主事業）」と「映画機能を活かした地域との多様な関わりの創出（連

携事業）」を展開し、市民の共感と応援に支えらえる映画館として持続的に運営する。 

 映画館運営を立ち上げるスタートアップとしてクラウドファンディングや公的支援が必要

であり、それを基に運営基盤を構築し持続的運営を図る。 

 令和４年度の開館を目指し、市場調査事業としてまちキネを活用した実験上映、サポータ

ー組織組成、クラウドファンディング等を実施する。 

 

（３）鶴岡市の役割－市等関係機関の連携方針 

 鶴岡市社会福祉協議会・山王まちづくり㈱・山王通商店街・市・専門家・市民等を構成員

とし運営協議会を発足し、市が事務局を担う。 

 関係する機関との調整を図り、福祉・教育機関との連携、商店街振興や地域活性化に資す

る事業等を促進する。 

 関係課等と協議調整を進めながら、福祉や教育分野等での市の施策における映画機能付交

流スペースの利活用を推進する。 

 国補助事業を活用し、映画機能付交流スペースの改修に支援するとともに、持続的な映画

機能付交流スペースの運営計画に基づきそのスタートアップを支援する。  
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３ 映画機能付交流スペース利活用検討会 参考資料 

 

（１）意見概要 
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（２）映画機能付交流スペース利活用検討会会議資料（第１回～第３回） 
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